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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世近代以降の日本列島周辺の漁撈技術、漁場利用形態か

らみた海面・内水面の環境利用史を解明することを目的としている。調査研究の対象は、山陰、

九州から南西諸島の 17世紀から現代における、内水面のシバヅケ漁、海面のシイラ漬、定置網

等の集魚装置漁業(FAD(fish aggregative device))、沖合漁業である。資料は近世史料に加え

て、明治期漁業資料(『水産調査予察報告』など)を用い、現況の現地調査データとの対比、関

連付けを試みた。 

 
研究成果の概要（英文）：This theme is influences of Fishing on the Environment since the 
Tokugawa Era in and around the Japanese Archipelago. Special theme is institute of human 
and nature. Research region is Sanin, Kyushu and Okinawa, Amami island in 17thC-21thc.the 
target fishery are FAD(fish aggregative device)etc in sea and river.  
 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 700,000 0 700,000 

２００８年度 600,000 180,000 780,000 

２００９年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 1,800,000 330,000 2,130,000 

 

 

研究分野：歴史地理学         

科研費の分科・細目：人文地理学・人文地理学  

キーワード：（1）環境史、(2)水産資源、(3)海面、(4)内水面、(5)回遊魚  

 
 
１．研究開始当初の背景 
 海域や内水面の環境利用史研究成果は、陸
域の土地利用研究と比べて非常に少ない現
状にある。いわゆる 1990 年代の網野善彦氏
による海民史研究の必要性の提示と並行し
て、近世漁業史研究は若手研究者によって盛

んに進められ、漁場請負という論点も提示さ
れた。しかし、社会、経済の枠組のなかでの
研究が主流を占め、人と自然との関わりを追
究する視座は十分とは言えなかった。ところ
で、人と自然との関係の史的展開を追究する
分野として歴史地理学がある。しかし、その
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分野においての研究は、土地利用の歴史が中
心で、海面、内水面の占有や利用形態を解明
した研究は、1950年代の河野通博氏などに限
られている。筆者は、これまで、歴史地理学
の立場から、人と海との関わりについて、テ
リトリーや「なわばり」、コモンズの議論を
取り入れながら、研究を進めていた。こうし
た研究を科学研究費補助金で取り組むこと
ができないかというのが、研究開始の理由の
ひとつである。 
もうひとつの理由を述べておきたい。これ

までの当該研究は、基礎資料の集積も十分と
はいえなかった。本研究を申請した 2006 年
当時は、市町村合併に加えて、漁業協同組合
の合併の動きが進み、関連する水産資料・史
料の散逸、廃棄が心配されていた。筆者は、
熊本県宇土市史編纂事業に携わる過程で、有
明海に面する宇土市住吉漁協で大量の漁協
資料を発見し、こうした資料の保存と管理、
そして活用が緊急の問題であると痛感した。
こうした問題の解決策を見出せないか、それ
も申請した理由である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、近世近代以降の日本列島周辺の
漁撈技術、漁場利用形態からみた海面・内水
面の環境利用史を解明することを目的とし
ている。 
地表面の景観の学と見なされてきた地理

学の中で、漁業の歴史地理研究は、従来の地
理学にない景観復原方法を提示する役割を
持つ。それは、漁撈民俗、漁業史研究、民俗
魚類学、民俗植物学を融合させることで、可
能になる。こうした研究の方向性を、「漁撈
生態史」として位置づけていく。 
本研究では、近世から現代までの漁撈活動、

漁法、漁業技術を、明治期の水産博覧会資料、
水産調査資料をベースに民俗資料も用いつ
つ検討する。 
分析対象は、内水面のシバヅケ漁、海面の

シイラ漬、定置網等の集魚装置漁業（ＦＡＤ
（fish aggregative device））、沖合漁業、
海と陸の接点に位置する魚付林となる。明治
期漁業資料を分析するメリットとしては、明
治 40 年前後の漁船動力化以前の様子を記し
ているため近世漁業とのつながりを見出し
やすい点、民俗学の聞き取りで得られた事例
との結合が容易なこと、現代の東南アジアの
伝統漁撈の事例と日本近代の漁撈に類似点
を見出せる可能性等が挙げられる。 
本研究では、明治期史料や近世近代漁業絵

図に比重をおきつつ、海域や内水面の環境利
用の歴史、換言すれば、魚と人との関わりの
歴史の解明を目指している。 
それを踏まえ、本研究では、近世近代以降

の日本列島周辺の漁撈技術、漁場利用形態か
らみた海面・内水面の環境利用史を解明する

ことを目的に進められた。 
 
３．研究の方法 
（１）史料、資料の調査研究 
 まず、水産史の作業を進めるための資料収
集をおこなった。これは、明治 10年代から
20 年代に出された各県の水産誌、明治 16年
の水産博覧会に出品された各県の資料、漁場
争論絵図、各地の自治体誌に収録された民俗
誌、漁業史料、古地図の調査である。資料調
査地は、東京海洋大学図書館、長崎県立長崎
図書館、長崎歴史博物館、長崎大学水産学部
資料室、熊本県立図書館、熊本大学附属図書
館、鳥取県立図書館(文書館)、香川県立図書
館、沖縄県立図書館、長崎県水産試験場、九
州大学附属図書館、久留米市立図書館、鹿児
島県歴史資料センター黎明館、奄美市立博物
館などである。 
 
（２）漁撈と魚食文化の調査研究 
次に、古くから続く漁業と魚食文化の現地

調査をおこなった。調査地は、沖縄県沖縄本
島（シイラ漁、ソデイカ漁、モズク漁、パヤ
オ漁場での一本釣漁など）、与那国島（カジ
キ釣）、熊本県有明海(イカカゴ漁とツボ網、
干潟の集魚装置漁業)、長崎県五島列島（ま
き網と定置網、イルカ追い込み網）、長崎県
島原半島と生月島(定置網、干潟の集魚装置
漁業)、鳥取県（シイラ漬漁場と山間部のシ
イラ食文化）、広島県北広島（山間部のサメ
とシイラの食文化）、鹿児島県奄美大島(サワ
ラ突き漁、シイラ漁とシイラの食文化)でお
こなった。これまで収集してきていた近世近
代の漁業絵図のデータ整理を進めた。 
 
４．研究成果 
研究の結果を年度ごとにみていこう。 
3 年間の研究の間に痛感したことは、高齢

化した伝承者からの聞き取りと、失われつつ
ある史料の発掘と保存が急務となっている
という点である。 
（１）2007年度 

本年度の研究は、近世近代以降の日本列島
周辺の漁撈技術、漁場利用形態からみた海
面・内水面の環境利用史を解明することを目
的としている。分析対象は、内水面のシバヅ
ケ漁、海面のシイラ漬、定置網等の集魚装置
漁業（ＦＡＤ（fish aggregative device））、
沖合漁業、海と陸の接点に位置する魚付林と
なる。 

当該年度は、明治期漁業資料（『水産調査
予察報告』、『水産調査特別事項』、『漁業ト森
林トノ関係』、『日本水産捕採誌』など）を用
いたデータベース作りを進めた。その作業を
進めるための資料収集（明治 10 年代から 20
年代に出された各県の水産誌、明治 16 年の
水産博覧会に出品された各県の資料、各地の



 

 

民俗誌）調査を、東京海洋大学図書館、長崎
県立長崎図書館、長崎歴史博物館、熊本県立
図書館、熊本大学附属図書館、鳥取県立図書
館（文書館）、香川県立図書館、沖縄県立図
書館、長崎県水産試験場、九州大学附属図書
館でおこなった。 
また、古くからおこなわれている漁業の現

地調査を、沖縄県沖縄本島、与那国島、熊本
県有明海（イカカゴ漁とツボ網、干潟の集魚
装置漁業）、長崎県（定置網、干潟の集魚装
置漁業）、鳥取県、鹿児島県（突き棒漁）で
おこなった。これまで収集してきていた近世
近代の漁業絵図のデータ整理を進めた。 
その結果、長崎県立長崎図書館蔵の明治期

長崎県水産課簿冊の中に、明治期の有明海沿
岸域各郡の郡漁業組合規約を発見した。この
史料は、これまで未発見だった史料で、明治
期の有明海の海洋資源の利用の取り決めや
漁期を解明できる一級史料である。各地で発
見した資料群を整理、分析することで、過去
の人々の環境利用のあり方を抽出でき、現在
の環境問題へ提言が可能になる。 
 
（２）2008年度 
前年度に引き続き、近世近代漁業資料、水

産絵図のデータ収集と現地での漁撈活動に
関わる聞き取り調査と考察をおこなった。 
漁業資料、水産絵図は、長崎歴史博物館、

熊本大学附属図書館、鹿児島県立図書館、鹿
島市立図書館、久留米市立図書館、小値賀町
歴史民俗資料館、新上五島町鯨賓館、天草市
教育委員会等で調査を実施した。 
各地に残る伝統的な漁撈調査は、有明海

（熊本県、長崎県、佐賀県）、南九州におい
て集中調査をおこない、近世近代水産史料と
の比較をおこなった。 
4 月～5 月は、前年度に集積した水産資料

と水産絵図に関する読解と分析を進めた。ま
た、有明海漁業史に関わる原稿を作成し、宇
土市史編纂委員会の査読を経て『新宇土市史
通史編第３巻』などに掲載された。 
6 月～10 月は、これまでの研究成果をまと

める作業をおこない、2009年 2月に単著『漁
場利用の社会史』を刊行した。 
10 月から 3月にかけては、有明海の漁業史

料調査と漁撈習俗調査を福岡県、佐賀県、長
崎県、熊本県でおこなった。また、南九州の
漁撈資料と漁撈民俗調査を鹿児島県で実施
した。 
2 月～3 月は、成果のまとめをおこない、

学会誌への投稿準備を進めた。 
一連の調査の結果、新上五島町鯨賓館にお

いて、当館に寄託されている奈良尾地区の東
掛文書のなかに寛政期のカツオ、マグロ漁業
水揚帳を、有川漁協からの当館寄託史料のな
かに「イルカ勘定帳」などがあることを確認
した。 

また、天草市の上田家文書の漁業史料に天
草と長崎との関わりを示す内容を確認した。
引き続き、史料発掘と聞き取りを行うととも
に、収集史料の分析を進め、過去の人々の環
境利用のあり方を抽出し、現在の環境問題へ
の提言をおこなうことが課題となる。 
 

（３）2009年度 
前年度まで取り組んできた近世近代漁業

資料、水産絵図のデータ収集と現地での漁撈
活動に関わる聞き取り、データ収集の補助的
な調査をおこない、分析と考察をおこなった。 

さらに、研究の最終年度であることから、
これまでの解明事項を、日本地理学会、日本
民俗学会、長崎県平戸市での招待講演で口頭
報告した。さらに、『南方文化』誌などの学
会誌等への投稿を進めた。 
調査は、鹿児島県歴史資料センター黎明館

と鹿児島県内の漁協、奄美市立博物館と奄美
大島の漁村、沖縄県国頭村漁協と沖縄本島の
漁村などで実施した。 
調査は①近世近代水産史料調査、②回游魚

シイラの漁撈利用調査に区分される。 
①については、奄美市立博物館において、

当館に寄託されている童虎山房文庫（故・原
口虎雄鹿児島大学名誉教授の蔵書）の調査を
おこない、これまで学界で知られていなかっ
た大変貴重な近世薩摩藩領内の水産史料の
筆写本を閲覧、撮影し、本史料群の水産関係
分の簡易目録を作成した。史料の内容分析と、
さらなる調査は、今後、継続する予定である。 
②については、奄美大島と沖縄本島国頭村

のシイラ利用と漁撈の調査を進め、ある一定
の見通しを得ることができた。この内容を中
心にして、秋季の学会で報告をおこなった。 
また、長崎県平戸市生月島の舘浦漁協で開

催されたシイラフォーラムにおいては、主催
者側（舘浦漁協、平戸市）から招待を受けて
講演をおこなった。講演では、現在、雑魚と
して扱われがちであるところのシイラをめ
ぐる、古くからの文化と現在の世界各地にお
ける商業的な価値について紹介し、シイラへ
の理解を求めた。 
これらのフォーラムや琉球大での日本地

理学会に参加することで、次の点を気付かさ
れた。すなわち、シイラのような魚の歴史や
文化を取り上げることは、ロット生産に乗ら
ないような少量漁獲の魚が、地域社会のなか
でいかに消費されているか、「地魚」の価値
の再考につながるという点である。このこと
は、日本のマグロにあるような、画一的な魚
食文化の全国普及を再考し、旬に応じて捕れ
る「地魚」に注目して、限られた水産資源を
バランスよく漁獲し、消費する動きにもつな
がる。これらの点は、本研究の成果が、社会
に貢献する可能性のあることを意味してい
るといえよう。 



 

 

 最後に、本研究が、開始した当初の当該領
域の研究状況を、この 3年間でどのような進
展させたのか、述べておきたい。 
まず、陸域の土地所有と比べて海域や内水

面の占有・利用の歴史の研究が少ないという
点に関しては、本研究でのフィールドワーク
と史料調査の成果の刊行、および筆者が、
1996 年以降継続している研究成果を、2009
年 2 月に『漁場利用の社会史』（人文書院）
としてまとめたことで、この 3年の間で進展
をみたといえる。『漁場利用の社会史』に対
しては、古地図や漁場争論史料などのような
絵画史料を漁場利用研究に初めて用いた成
果で、漁場利用の史的展開が非常にクリアに
なったとして、漁業経済学会より、2010年学
会賞が授与された。 
また、漁業関係史料の保存と活用について

は、各地の漁協や関係機関、個人の御宅を訪
問し、史料を新たに発見し、その史料の意義
を関係者に説明することに努めてきた。そう
したなかで、関係者の間で保存に向けた動き
などが出始めている。今後とも、全国各地の
漁協などを回って、所蔵資料・史料の保存と
活用について訴えていきたい。 
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